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§1．縄文三陸地震津波研究の現段階 

三陸沿岸が津波常襲地帯であることは，よく知ら

れている。近代以前の，記録として残ったものだけ

でも 11回を数え（今村 1934），さらに箕浦ほか（1987）

以降，長足の進歩を遂げた津波堆積物研究によって，

貞観地震（869）以前の津波の存在も明らかにされて

いる（箕浦 1990，Minoura and Nakaya 1991，原口ほ

か 2006，2007，鳥居ほか 2007，今泉ほか 2010など）。

2000年代の津波堆積物研究は， 

① 5450-5350 calBP（5地点一致） 

  ② 5000-4900 calBP（4地点一致） 

③ 4300-4200 calBP（3地点一致） 

 ④ 3800-3650 calBP（5地点一致） 

 ⑤ 3100 calBP    （4地点一致） 

  ⑥ 2500-2400 calBP（3地点一致） 

⑦ 2000-1900 calBP（4地点一致） 

の 7イベントを貞観地震以前に追加した。 

 考古学でもこうした動向を受け，遺跡の調査に立

脚した先史時代津波の研究が仙台市で始まる。ただ，

議論を重ねたうえでの成果公表１）が 2010 年だった

ために，広く社会に還元し，注意を喚起するだけの

時間はなかった。 

 震災後，津波堆積物のデータと考古データとを突

き合わせ，考古学的な手続きによって，巨大津波を

先史時代史に跡付けていったのは相原淳一である。

相原（2012）は，宮城県域における縄文・弥生時代遺

跡の消長から上掲の①・④・⑥・⑦のイベントを， 

① 縄文時代前期中葉２）・大木 2a～2b 式期 

  ④ 縄文時代後期中葉・宮戸Ⅱb 式期 

  ⑥ 縄文時代晩期終末・大洞 A’式期 

⑦ 弥生時代中期中葉・桝形囲式期 

に比定し，さらには山形県酒田市飛島，青森県西津

軽郡深浦町椿山，岩手県宮古市崎鍬ヶ崎日出島，宮

城県石巻市小網倉などで自ら津波痕跡を探索する

（相原ほか 2013，2014a，2014b，駒木野ほか 2014）。 

 このうち，宮古市日出島（標高10～13m）の調査は，

縄文三陸地震津波に迫る重要な手掛かりを提供した。

すなわち，「津波堆積層」が竪穴住居の埋積土を直に

覆い，その埋積土には「最花式土器の範疇で捉えら

れる」（駒木野ほか 前掲：23頁）縄文時代中期後葉の

土器を含む，というのである。相原（2012）の時点で

は把握できていなかった縄文時代中期の津波が初め

て確実なものとなった。 

 日出島報告を受けて，齋藤（2014）は，このイベン

トが日出島の所在する宮古湾湾口部に影響を与えた

だけの局所的な「高波」か，三陸沿岸の広範囲に深

刻な被害をもたらした「津波」かを考古学的に検証

しようと試みた。 

 縄文時代中期の集落を整理していくと，宮古・山

田・大槌 3湾の沿岸では，大木 9式期に集落形成が

弱まり，9式から同 10式にかけて集落立地が転換す

る様子が看取される。そこで齋藤は，日出島遺跡の

竪穴住居が属する最花式期が大木 9 式に併行する

（小保内 2008，安達 2014など），との大方の理解を前

提に，日出島で摘出されたイベントは三陸沿岸に広

く被害を及ぼした大木 9式期の津波である，と結論

づけた。 

 しかしながら，各発掘調査報告書の記載に従って

議論を進めたために，住居の年代把握がややアバウ

トであった点は否めない。鈴木（2014）はこの部分を

検証し，津波の発生年代を大木 9 式直前の大木 8-9

（中間）式期に絞り込んだ。 

 

§2．浜川目沢田Ⅰ・Ⅱ遺跡の縄文時代中期集落 

 発生年代と周期の把握を目的とする津波堆積物研

究の進捗（高田ほか 2016）とならんで，震災復興関

連工事に先立って実施する発掘調査の成果もまた，

過去の災害の実態を解明するうえで重要である。近

年，成果報告がほぼ出揃い，あらためて遺跡の消長

を検討しなおすことが可能になった。演者らが特に

注目しているのが，岩手県下閉伊郡山田町浜川目沢

田Ⅰ遺跡と，同浜川目沢田Ⅱ遺跡である（須原ほか 

2018，北村ほか 2018）。 

 両遺跡は山田湾の北岸に所在する。浜川目沢田Ⅰ

遺跡は，浜川目低地に形成された縄文時代の集落で，

現在の標高は 2～7m を測る。海岸線からの距離は，

わずか 200mにすぎない。一方，浜川目沢田Ⅱ遺跡

は，Ⅰ遺跡西方の丘陵尾根上に地を占め，標高は

33m を前後する。 

両遺跡からは縄文時代中期の住居跡が数多く検出



されている。まずは，低地に営まれた浜川目沢田Ⅰ

遺跡の住居跡を，炉の形態とあわせて年代順になら

べると，以下のとおりになる３）。 

1 号住居跡【石囲炉】・・・大木 8a 式 

2 号住居跡【石囲炉】・・・大木 8b 式 

3 号住居跡【石囲炉】・・・大木 8b 式 

4 号住居跡【炉形態不明】・・・大木 8b 式 

5 号住居跡【炉形態不明】・・・大木 8b 式 

6 号住居跡【炉形態不明】・・・大木 8b 式 

14 号住居跡【地床炉】・・・大木 8b 式か 

20 号住居跡【石囲炉】・・・大木 8b 式か 

7 号住居跡【焼土】・・・   大木 8b 式 or 8-9(中間)式 

11 号住居跡【複式炉】・・・大木 9 式か 

12 号住居跡【複式炉】・・・大木 9 式か 

13 号住居跡【複式炉】・・・大木 9 式か 

15 号住居跡【複式炉】・・・大木 9 式か 

16 号住居跡【複式炉】・・・大木 9 式か 

17 号住居跡【石囲炉・複式炉】・・・大木 9 式 

21 号住居跡【複式炉】・・・大木 9 式か 

8 号住居跡【複式炉】・・・大木 9-10（中間）式 

10 号住居跡【石囲炉】・・・大木 9-10（中間）式 

18 号住居跡【石囲炉】・・・大木 9-10（中間）式 

9 号住居跡【炉の形態不明】・・・大木 10 式 

19 号住居跡【石囲炉】・・・不明 

 大木 8b 式期に 7～8 棟の竪穴住居が建てられる

が，直後の大木 8-9（中間）式期は明確な例を欠く。

7 号住居跡が，この年代に構築された可能性を残し

ているが，例えそうであっても 1例にすぎず，先行

する大木 8b式期からの凋落ぶりは明白である。 

 ただし，浜川目沢田Ⅰ遺跡で 8-9（中間）式土器そ

のものも出土していない，ということではない。大

木 8b 式期に構築された 2 号，3 号，4 号，5 号，6

号の各住居跡の埋積土には，8b式土器に混じって多

数の 8-9（中間）式土器が混在する。したがって人が

いたことは間違いないが，しかし住居の痕跡はみあ

たらない。 

 他方，丘陵上の浜川目沢田Ⅱ遺跡の住居跡の年代

は次のとおりである。 

2 号住居跡【複式炉】・・・大木 9 式 

3 号住居跡【複式炉】・・・大木 9 式か 

4 号住居跡【複式炉】・・・大木 9 式 

5 号住居跡【地床炉】・・・大木 9 式 

6 号住居跡【複式炉】・・・大木 9 式か 

8 号住居跡【複式炉】・・・大木 9 式か 

9 号住居跡【複式炉】・・・大木 9 式 

15 号住居跡【地床炉】・・・大木 9 式 

16 号住居跡【地床炉】・・・大木 9 式か 

17 号住居跡【複式炉】・・・大木 9 式か 

7 号住居跡【複式炉】・・・大木 9-10（中間）式 

10 号住居跡【複式炉】・・・大木 9-10（中間）式 

11 号住居跡【炉形態不明】・・・大木 9-10（中間）式 

12 号住居跡【焼土】・・・大木 10 式 

13 号住居跡【複式炉】・・・大木 10 式か 

18 号住居跡【焼土】・・・大木 10 式 

1 号住居跡【地床炉】・・・不明 

14 号住居跡【焼土】・・・不明 

 住居の構築が始まるのは大木 9式期で，9-10（中

間）式を経て，10 式までの連続ぶりが看取される。

特に，大木 9式期の住居が極端に多い。土器単体で

は 8a式・8b式の例が散見されるものの，8-9（中間）

式土器はみあたらない。 

 

§3．大木 8-9（中間）式期の集落形成 

 山田湾沿岸 山田湾沿岸における縄文時代中期集

落の消長を以下に示す。括弧内は現在の標高である。 

沢田Ⅰ（13m）・・・・・・8a，8b，   ，9 

浜川目沢田Ⅰ（7m）・・・・8a，8b，   ，9，9-10，10 

山ノ内Ⅲ（50m）・・・・・  8b，   ，9，9-10 

山ノ内Ⅱ（55m）・・・・・   8b，   ，9，9-10，10 

沢田Ⅱ（17m）・・・・・・    8b，              10 

クク井（25m）・・・・・・  8b， 

間木戸Ⅱ（16m）・・・・・8a，8b，8-9， 

紅山Ｂ（18m）・・・・・・       9，  

新道貝塚（14m）・・・・・       9， 

川半貝塚（30m）・・・・・       9 以降 

千鶏Ⅳ（50m）・・・・・・       9，9-10 

浜川目沢田Ⅱ（33m）・・・              9，9-10，10 

房の沢Ⅳ（35m）・・・・・              9，9-10，10 

 まず指摘できるのは， 

㋐ 大木 8-9（中間）式のみ住居の痕跡を確認できない 

点である。浜川目沢田Ⅰ・Ⅱ両遺跡だけでなく，山

田湾全域を見回しても，大木 8-9（中間）式の住居は

ほとんどない。唯一，湾最奥部の山田町間木戸Ⅱ遺

跡 4号住居跡がこの時期に属し（佐藤ほか 2015），同

遺跡はこの住居を最後に廃絶する。次に， 

 ㋑ 大木 9 式に新しい集落の形成が始まる 

点が挙げられる。湾全域で住居がみられなくなり，

次の段階に復活ないし新居住地が形成される様子は，

よほどの異変が生じたことをよく物語っている。 

 直接影響圏外（津波浸水区域外）の場合 岩手県



下閉伊郡普代村力持遺跡は，沿岸から 1.5kmほど内

陸に入った扇状地上の遺跡で，現在の標高は 65mを

測る（星ほか 2008，2019）。先般の震災の浸水・遡上

限界からも 1km 以上離れており，おそらくこれま

での三陸地震津波では一度も被災していまい。遺跡

は長期継続する縄文時代集落で，中期は初頭の大木

7a 式以降，末葉の 10 式まで間断なく住居が形成さ

れている。山田湾沿岸でほぼ確認することのできな

かった大木 8-9（中間）式の住居も，確実に存在す

る。この鮮やかな違いは，山田湾沿岸の現象が海浜

部ゆえに生じた可能性を限りなく高めている。 

宮古湾沿岸 手元の資料では，山田湾沿岸と同じ

く㋐大木 8-9（中間）式の住居はほぼ確認できず，次

の㋑大木 9式期に新集落が形成されている。岩手県

宮古市磯鶏上村貝塚（標高 23m）のみが㋐に該当せ

ず，住居の年代は大木 8b 式，大木 8-9（中間）式，

大木 9式と連続する（昆野ほか 1992）。 

大槌湾沿岸 岩手県上閉伊郡大槌町夏本遺跡（昆

野ほか 1989），同町赤浜Ⅱ遺跡（小林ほか 2018）が知

られる。夏本遺跡では，標高 5m 前後の低地部（A

区）と，標高 17m前後の丘陵斜面部（B区）の 2地

点で住居跡が検出されている。以下は，この夏本 A・

B区と赤浜Ⅱ遺跡の消長を整理したものである。 

夏本Ａ区（5m）・・・・ 8a，8b， 

夏本Ｂ区（17m）・・・・      8-9，9，9-10，10 

赤浜Ⅱ（5m）・・・・・   8b，    9，9-10，10 

 夏本遺跡では，大木 8-9（中間）式を境に低地帯が

放棄され，以後の住居域は丘陵斜面部に設けられる
４）。一方，赤浜Ⅱ遺跡は山田湾の諸集落と同様，㋐

大木 8-9（中間）式に住居の痕跡がみえなくなり，次

の 9式に復活する。 

 以上のように，山田湾沿岸だけでなく，宮古湾や

大槌湾でも大木 8-9（中間）式期の住居が不明瞭とな

る。しかし，内陸部ではこの現象がみられない。 

 

§4．大規模地震津波の発生環境 

 浜川目沢田Ⅰ遺跡では，2号住居跡の伏甕埋土と，

11 号住居跡の炉 3 層から採取した炭化物の年代測

定が行われている。結果は以下のとおりである。 

2 号住居跡【大木 8b 式】・・・・・・ 4090±30 yrBP 

11 号住居跡【大木 9-10 中間式】・・・ 4060±30 yrBP 

 ところで，新潟県北部において，縄文時代終末に

度々大規模な地震が発生したことはよく知られてい

る（荒川 2004，鈴木 2016，齋藤 2017）。この前後の

大洞 A’式期には三陸沿岸で津波も発生しており（相

原 前掲 2012），鈴木（前掲 2016）は特にその年代を大

洞 A’ (中) 式と見込む。炭素年代でいうと，2500-

2400 yrBPにあたる（第 1図左）。 

 縄文三陸地震津波の周期を考えるうえで重要なの

は，これと，縄文時代中期中・後葉に該当する 4000 

yrBP 台の曲線（第 1 図右）とのあいだに類似性が

みられる点である。大津波が，炭素濃度が乱高下す

る特定パターンの気候変動（〇印参照）において発

生している可能性を指摘することができる。 

 

§5．縄文社会の被災と復興 

 もともと連続性のあった集落で，再び住居の痕跡

が捉えられるようになり，あるいは活発に新集落が

第 1図 較正曲線の類似性（Reimer et al. 2013） 

（左 縄文時代晩期終末，右 縄文時代中期後葉） 



出現する大木 9式の時期は，復興期とみなしてよい。

山田湾岸の山田町新道貝塚や同紅山 B 遺跡や（川向

ほか 1999a，1999b），宮古市千鶏Ⅳ遺跡（阿部 1999）

などの新集落は，1 世代程度の混乱期を経て移り住

み，復興した姿とみなしうる。関東地方でも，千葉

県千葉市若葉区加曾利貝塚（特別史跡）北貝塚にお

いて類似の現象がみられることを指摘しておこう。 

 一方で浜川目沢田Ⅰ遺跡のように，被災したであ

ろう低地に住み続ける場合もある。そうした現象の

背後に，私たちが山田町で出会った皆さんの，海と

ともに生活するたくましい姿が（五十嵐・齋藤 2015）， 

見事に重なってみえるのである。 

 

本報告に際して，齋藤弘道氏の御教示を得，また小玉秀

成氏や齋藤友里恵氏に文献面で御援助をたまわりました。

末筆ではありますが，深甚なる謝意を表する次第です。 

本報告は，文部科学省・災害の軽減に貢献するための地

震火山観測研究計画「日本海沿岸地域を中心とした地震・

火山噴火災害関連史料の収集と解析」（課題番号NGT_01，

研究代表者：中村 元）の成果の一部である。 

 

註 

1）国立歴史民俗博物館による弥生時代の年代に関する新

説提起は，マスコミ報道を先行させたため多くの批判

を浴びた。 

2）相原（2012）は，縄文時代「前期前葉末」と表現する。 

3）浜川目沢田Ⅰ・浜川目沢田Ⅱ両遺跡の報告書で同定さ

れた年代とかなりの部分で違っているのは，両報告書

が参照する阿部（2008）案と，拠って立つそもそもの

方法が異なるからである。阿部案の解説には，「大木 8b

式と大木 9式との境は明瞭ではなく，一部は大木 8b式

最新段階にあたる可能性もある」（前掲：9頁）とある

から，本報告で扱う議論には残念ながら向いていない。

ちなみに，標式資料（興野 1996，早瀬ほか 2006）を

尊重する立場からすれば，大木 8b 式と大木 9 式とは

文様そのものが違っていて，「境」はむしろ明瞭である。 

4）齋藤（2014）では，「大木 8a・8b式，9式，10式の住

居址が，標高 5m前後の低地部（A区）と，標高 17m

前後の丘陵斜面部（B区）の 2 地点から検出された。

このうち，大木 8a 式の住居址 7 棟は A 区にのみ存す

るが，続く大木 8b 式期では A・B 両区に各 3 棟の分

散構成をとり，大木 9式期になると 4棟を再び A地区

にのみ配する。このようにして夏本遺跡の縄文集落は，

一貫して低地部分をベースに展開するが，大木 10 式

期になると一変し，8 棟の住居はことごとく丘陵斜面

部に形成され，低地帯は空白域と化す。」と述べている

が，本文のとおりに住居の年代を訂正する。これも，

報告書の記載にそのまま従ったことに原因がある。 
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